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朝
、
目
覚
め
天
気
予
報
を
目
に
す
る
と
、
毎
日
最
高

気
温
が
35
℃
・
36
℃
の
猛
暑
日
。「
あ
ー
あ
、
今
日
も
外

で
あ
そ
ば
せ
て
や
れ
な
い
」「
水
遊
び
が
で
き
る
か
な
ぁ
」

（
保
育
士
の
つ
ぶ
や
き
）

近
年
の
異
常
な
猛
暑
に
よ
り
、
熱
中
症
の
危
険
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
育
園
で
も
エ

ア
コ
ン
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
体
温
調
節
機
能
が
未
熟
な
乳
幼
児
に
と
っ
て
は
、

命
に
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
は
必
要
不
可
欠

な
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
設
定
温
度
や
風
向
き
に
細
か
く
配
慮

し
、
冷
え
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
エ
ア
コ
ン
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
温
度
の
感
じ
方
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
子
ど
も
の
体
調
の
変
化
を
敏
感
に
観
察
し
、
必
要

に
応
じ
て
衣
服
の
調
節
や
水
分
補
給
を
促
す

な
ど
の
対
応
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
虫
と
り
・
ど
ろ
ん
こ
遊
び

な
ど
夏
な
ら
で
は
の
遊
び
や
水
遊
び
と
い
っ

た
活
動
が
制
限
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

み
が
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

室
内
で
の
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
飽
き
ず
に
過
ご
せ
る
よ
う
室
内
で

も
体
を
動
か
せ
る
運
動
遊
び
や
製
作
活
動
、

感
触
遊
び
な
ど
を
取
り
入

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
欲
求

を
満
た
せ
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
球
温

暖
化
の
影
響
に
よ
り

　猛

暑
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
保
護
者
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
夏
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
、
工
夫
と

配
慮
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴

い
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
の

任
期
で
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
認
定
こ
ど
も

園
浦
田
保
育
園
の
、
森
和
弘

と
申
し
ま
す
。
協
議
会
の
役

員
自
体
が
初
め
て
の
こ
と
で
、

勝
手
の
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
他
の
役

員
並
び
に
会
員
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
任
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
数
年
は
毎
年

の
よ
う
に
全
国
的
に
猛
暑
に

襲
わ
れ
て
お
り
、
保
育
の
場

面
で
も
暑
さ
対
策
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
観
測

史
上
最
も
早
い
梅
雨
明
け
と

な
り
、
例
年
に
も
増
し
て
対

策
に
苦
慮
致
し
ま
し
た
。
気

温
の
高
い
時
期
が
半
年
以
上

続
く
こ
と
で
、
ど
の
園
も
子

ど
も
た
ち
を
い
か
に
安
全
に

保
育
す
る
か
を
職
員
が
知
恵

を
し
ぼ
り
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

暑
さ
が
一
段
落
し
て
も
感

染
症
の
心
配
は一年
中
止
む
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な

波
が
来
な
い
こ
と
を
祈
り
な

が
ら
環
境
を
整
え
、
感
染
症

対
策
に
も
き
ち
ん
と
取
り
組

ん
で
園
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

当
園
で
は
現
在
、
こ
れ
か

ら
の
幼
児
教
育
に
必
要
な

「
福
祉
教
育
」
に
つ
い
て
考
え

て
い
ま
す
。

「
福
祉
教
育
」
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
多
様
な
人
々
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
、
互
い

を
尊
重
し
、
助
け
合
う
心
を

養
う
た
め
の
重
要
な
学
び
で

す
。
脳
が
急
速
に
発
達
し
、

社
会
性
や
共
感
性
を
培
う
上

で
大
切
な
幼
児
期
に
「
福
祉

教
育
」
を
体
現
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
能
力
や
意
識
を
育
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
度

当
園
で
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
橋
渡
し
で
、「
園

児
と
地
域
の
独
居
高
齢
者
と

の
交
流
会
」
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
会
で
は
、

園
児
が
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露

し
た
り
、
一
緒
に
楽
器
を
鳴

ら
し
た
り
歌
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
年
長
児

は
お
年
寄
り
と
一
対
一で
ふ
れ

あ
い
遊
び
を
し
て
遊
戯
室
に

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
実
践

的
で
豊
か
な
福
祉
教
育
が
実

現
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
保
育
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
資

料
に
よ
る
と
、
昨
年
度
ま
で

推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
待
機
児

童
対
策
を
中
心
と
し
た
「
保

育
の
量
の
拡
大
」
か
ら
「
質

の
高
い
保
育
」
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
　一、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
質
の
高
い
保
育
の
確

保
・
充
実
　一．
全
て
の
子
ど

も
の
育
ち
と
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
取
組
の
推
進
　一．

保
育
人
材
の
確
保
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
業
務

改
善
　
等
で
す
。
各
園
で
は

今
ま
で
以
上
に
生
き
残
り
の

た
め
の
方
策
を
図
っ
て
い
く
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
倉
敷
市
民
間
保
育

所
協
議
会
は
正
会
員
園
：
七

十
八
園
（
保
育
園
：
五
十
三

園
、
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も

園
：
十
六
園
、
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
：
九
園
）
準

会
員
園
：
十
一園
　
の
計
：
八

十
九
園
　
と
な
り
ま
し
た
。

全
園
長
が
所
属
す
る
委
員
会

は
「
総
務
委
員
会
」・「
予
算

対
策
委
員
会
」・「
制
度
委
員

会
」・「
事
業
委
員
会
」・「
広

報
委
員
会
」
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
で
は
、
役
員

は
じ
め
委
員
の
先
生
方
が
毎

年
委
員
会
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
各
委
員
会
で
の
活

動
を
実
り
多
い
も
の
に
し
、

そ
れ
を
各
園
が
持
ち
帰
っ
て

自
園
の
資
質
向
上
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い

ま
す
。

保
育
園
・
こ
ど
も
園
を
取

り
巻
く
諸
課
題
は
、
少
子
化

の
進
行
、
保
育
士
・
専
門
人

材
の
不
足
と
離
職
、
保
育
者

の
専
門
性
の
向
上
、 

保
護
者

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
す
る

対
応
、
有
事
の
際
の
緊
急
体

制
等
多
岐
に
わ
た
り
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
倉
敷
市
民
間
保

育
所
協
議
会
は
、
各
園
の
特

色
を
活
か
し
な
が
ら
、
協
働

し
て
保
育
の
質
の
向
上
に
取

り
組
み
、
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
る
保
育
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行

政
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構

築
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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新
役
員

会
　
　
　
　
長 

森
　
　
和
弘（
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
浦
田
保
育
園
）

副

会

長

 

中
桐
　
哲
夫（
み
ち
る
保
育
園
）

副

会

長

 

武
部
登
志
子（
中
島
保
育
園
）

副

会

長

 

岡
野
千
恵
子（
真
言
保
育
園
）

庶
　
　
　
　
務 

日
下
部
敦
子（
青
葉
保
育
園
）

会
　
　
　
　
計 

秀
川
　
弘
三（
柏
島
認
定
こ
ど
も
園
）

書
　
　
　
　
記 

久
保
　
玉
美（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
連
島
こ
ど
も
園
）

予
算
対
策
委
員
長 

笠
原
　
悦
子（
す
ぎ
の
こ
認
定
こ
ど
も
園
）

予
算
対
策
副
委
員
長 

山
中
な
お
み（
杉
の
子
第
二
保
育
園
）

制
度
委
員
長 

三
宅
　
綾
子（
み
ど
り
保
育
園
）

制
度
副
委
員
長 

難
波
　
弘
子（
い
ず
み
乙
島
保
育
園
）

事
業
委
員
長 

浅
尾
　
明
美（
昭
和
保
育
園
）

事
業
副
委
員
長 

尾
﨑
　
恭
子（
ひ
ま
わ
り
乳
児
保
育
園
）

広
報
委
員
長 

黒
川
　
美
紀（
琴
浦
中
認
定
こ
ど
も
園
）

広
報
副
委
員
長 

藤
森
真
由
美（
池
畝
保
育
園
）

監
　
　
　
　
事 

小
松
原
　
望（
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
の
ぞ
み
保
育
園
）　

監
　
　
　
　
事 

新
見
　
彰
堂（
三
宝
認
定
こ
ど
も
園
）

監
　
　
　
　
事 

大
原
　
恵
子（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
遍
照
こ
ど
も
園
）

外
部
監
事 

中
村
ま
ゆ
み（
わ
か
み
や
保
育
園
）

総
務
委
員
会

●
理
事
会・園
長
会・総
会・園
長
研
修
会
の
開
催

●
諸
会
議
の
連
絡
調
整

●
倉
敷
市
民
間
保
育
園・

　
認
定
こ
ど
も
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　・第
１
回
　
令
和
７
年
５
年
24
日（
土
）

　・第
２
回
　
令
和
７
年
６
月
28
日（
土
）

●
就
活
フェア
の
開
催

　
令
和
８
年
２
月
14
日（
土
）

　
会
場
は
、い
ず
れ
も
、水
島
愛
あ
い
サ
ロ
ン

予
算
対
策
委
員
会

●
少
子
化
等
を
見
据
え
た
園
運
営
支
援

●
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

●
保
育
士
等
職
員
確
保
対
策

●
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の
助
成

●
老
朽
化
の
進
む
施
設
の
建
替
工
事
に
対
す
る
補
助
の
継
続

制
度
委
員
会

●
給
料
表
改
定
の
検
討

　（
人
事
院
勧
告
の
結
果
を
受
け
て
）

●
諸
規
程
等
の
見
直
し
に
つい
て

●
モ
デ
ル
規
程
を
維
持
す
る
こ
と
の

　
妥
当
性
に
つい
て
検
討 

他

事
業
委
員
会

●
人
形
劇
公
演（
３
回
開
催
）

　
日
時
　
令
和
７
年
10
月
30
日（
木
）

　
　
　
　
１
回
目 

10
時
〜
11
時
40
分

　
　
　
　
２
回
目 

13
時
〜
14
時
40
分

　
　
　
令
和
７
年
10
月
31
日（
金
）

　
　
　
　
３
回
目 

10
時
〜
11
時
40
分

　
会
場
　
倉
敷
市
民
会
館

　
内
容
　
劇
団
銀
河
鉄
道
の

　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　
　
　『
ジ
ャッ
ク
と
豆
の
木
』

●
主
任
保
育
士
研
修
会

●
乳
児
保
育
研
修
会

●
職
員
研
修
会

●正会員園 新園長

この度、鳥の子保育園の園長に就任いたしました。
「子どもも保護者も職員も共に育つ園」のもと、みな
さまとの繋がりを大切に一人ひとりに寄り添った温か
い保育をしていきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

わかば保育園　若松 佑亮先生
この度令和7年4月からわかば保育園の園長に就任
いたしました。若松佑亮と申します。園長としては大
変微力ではございますが、10年間保育士として培っ
てきた経験と若さでみなさまから愛される保育園を
職員一同とつくってまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

鳥の子保育園　久岡 雅美先生

4月より清心保育園の園長を務めさせていただくこ
とになりました。子どもたちが毎日笑顔で楽しく過ご
せるよう、安全で温かい環境を第一に考えます。
保護者の皆様や職員も笑顔と活気にあふれ、地域の
皆様にも愛されるような園づくりをしていきたいです。
よろしくお願いいたします。

新田保育園　田鶴原 浩加先生
令和7年4月より園長に就任いたしました。43年の歴
史ある園の保育理念『子どもも保護者も職員も共に育
つ新田保育園』を大切に、保護者の皆さま、地域の方々
とともに、子どもたちが、生き生きと心豊かに成長で
きるよう職員一同日々の保育に努めていきたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いします。

清心保育園　岡田 真里先生

子どもたちのわくわく・どきどきを大切にして「今日
楽しかったねー！」と声が出るような園を目指し、一緒
に喜び、成長していきたいと思います。
安心して通える園であり続けたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

笹沖認定こども園　清水 忍先生
子どもたち一人ひとりを大切にし、「子どもファース

ト」の精神で、子どもたちが笑顔で過ごせる、保護者の
皆様も安心して預けられる、職員もやりがいを感じら
れる、温かい園づくりを目指してまいります。よろしく
お願いいたします。

はやおき保育園　照屋 雅人先生

今年度より、くらしきマチナカ乳児保育園の園長に
就任いたしました。
法人理念の「みんなが笑顔の福祉」を大切に、子ども
と大人の笑顔があふれる保育園を目指し、職員一同努
力してまいります。どうぞよろしくお願いします。

田之浦保育園　山本 泰子先生
瀬戸大橋の見える保育園「田之浦保育園」景色だけ
は最高の園です。昨年度70回目の卒園式を行い、自分
は還暦を迎えました。園長になっても子どもたちと遊
んだり給食を食べたりするのが何よりの楽しみです。
未熟者ですが今後ともどうぞよろしくお願いいたしま
す。

くらしきマチナカ乳児保育園　吉澤 嘉子先生

理事長の教えを大切にする中で、子どもたちの幸せ
と職員の幸せのバランスを保ち、園の中が笑い声で
満たされるように努めます。また、卒園児が遊びに行
きたいと思える保育園を目標に職員一同仲良く楽し
く保育ができたらと思っています。よろしくお願いい
たします。

和井田保育園　三竿 千春先生
今年度より園長を務めさせていただくことになりま

した。子どもたちの笑顔と成長を大切にし、職員と共に
温かい園づくりに努めてまいります。どうぞよろしくお
願いいたします。

中山保育園　伊藤 千秋先生
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『おうちの中は安全ですか？』
年齢別に多く見られる事故とその対策
多い事故

０歳児

1～２歳児

・窒息

・転落

・転落
・溺水
・やけど

・誤飲

・ベッド内に枕やぬいぐるみ、クッションなど軟らかいものは置かない
・ベッド、階段の上下には柵、ソファーに１人にはしない
・自力で高い所に登って転落することや、手に取ったものは何でも口に入
れて確認するということを意識しておく

３～５歳児 ・転落
・溺水
・やけど
・誤飲

・1～２歳児とあまり変わりませんが、行動がより活発になり、事故のダメージ
が大きくなる可能性がある事を知っておく
・ライターやチャッカマン等は手の届かない場所に保管する

・大きな家具や窓、ベランダの近くに登れる物を置かない
・お風呂場で一人にしない、また入れないように戸に鍵をする
・ストーブには柵、炊飯器、電気ポットなど蒸気が出るものは手の届かないと
ころに置く
・熱い飲み物等が入ったものを置きっぱなしにしない
・３歳未満は直径3.9㎝以下のおもちゃを使用しない
・丸くて弾力のある食べ物(ミニトマト、こんにゃく等)は小さく切る
・化粧品、医薬品、電池、たばこ等は手の届かない場所に置く

対策方法
好奇心旺盛な乳幼児期は、いろいろなこと
ができるようになる時期で、「目が離せない」
と思うことが多いのではないでしょうか。
就学前の子どもの死亡事故は、家の中で多く
発生しています。よくある不慮の事故の原因
をさぐり、危険回避をして子どもの命を守る
方法を知っておきましょう。

乳幼児の家庭内事故は、大人のちょっとした不注意で起こりやすいものです。家の中でも、子どもがど
こにいて何をしているのか日頃から気にかける意識を高め、安全な環境づくりを心がけましょう。
この機会に、自宅の中に「危険の芽」が潜んでいないかよく確かめてみてください。

帰省先や友人宅等

おうちの中のヒヤリハットおうちの中のヒヤリハット

3.2cm3.2cm

乳児の最大口径

3.9cm3.9cm

3歳児の最大口径

＜実寸大＞

あると安心！育児中の安全対策アイテム１０選あると安心！育児中の安全対策アイテム１０選
・チェアベルト
・窓用安全ロック
・コーナーガード
・ジョイントマット
・チャイルドロック
・ドアストッパー
・ドアノブカバー

・ベビーゲート
・コンセントキャップ
・ベビーモニター

可愛いものは、
気になるので
シンプルなものを


